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Interview

想像力とともに 

－絵本に込めた平和のメッセージ－ 
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クラウディア・レニャツィ氏

イラストレーター、絵本作家 

Claudia Legnazzi 
1956年生れ。アルゼンチン出身。祖父母はイタリアからの移民。現在メキシコ在住で、2002年メキシコ国際児童書フェアで最優秀賞を受賞。第13回野間国際絵本原画コンクールでは、「わたしの家」でグランプリを受賞した。４月に東京で行われた授賞式のため来日。 

――アルゼンチンではどんな絵本が読まれているのですか？ 

　10年前からメキシコに住んでいるので、現在のアルゼンチンの絵本事情についてはよくわかりません。メキシコでは、外国人の作家より自国の作家の作品がよく読まれています。しかし残念なことに、メキシコの子どもは本を読むという習慣があまりありません。このため、政府は出版社から本を買い上げて、子どもたちに本に親しみを持ってもらうために、全国の学校や図書館に無料配布して、読書習慣を根付かせようとしています。今回のコンクールの入選作である「わたしの家」もこの年末に8万8千部を政府が買い上げて、全国に配布する予定になっています。児童絵本の初版発行数はふつう、5千部くらいですから、この数は非常に大きなもので、政府が子どもの読書推進にとても力を入れていることがわかります。 
――メキシコで活動している理由は何でしょう？ 

　10年前に絵本の仕事のために２、３ヶ月の予定でメキシコに来ました。しかしたくさん仕事があったので、数ヶ月のはずの滞在がのびのびになって住みついてしまいました。　 

　メキシコの文化はアルゼンチンのそれにくらべるとより東洋的で、わたしにとって新鮮です。メキシコの先住民族の存在がその理由かもしれません。メキシコの人々がもつ、辛抱強さなどはアルゼンチンでは見つけることができません。わたしはこの地に住んで、違った２つの形の生き方と考え方があるのを学びました。例えばメキシコでは、「死者の日」（10月30日～11月２日：日本のお盆のようなもの）には先祖の墓地に行って食べたり飲んだり踊ったりするお祭りがありますが、アルゼンチンではそのような習慣はありません。このような刺激的な発見が、わたしをメキシコにとどまらせている理由のひとつかもしれません。 
――授賞式のスピーチでご自分の作品をおとなにも読んでほしいとおっしゃっていましたが、それはなぜでしょうか？

　想像力は子どもだけでなく、おとなにも必要なものです。例えば、わたしの作品の「アナの海」という絵本は、まさにそのことを書いています。主人公のアナはお風呂がきらいな女の子です。ある日、母親に言われていやいやお風呂に入ると、なんとお風呂が海に変わっていて、蒸気船や魚がいました。次の日に父親が入ってみると、そこには海賊船が現れます。そのお風呂では、入るひとの想像の世界が繰り広げられるのです。やがてうわさを聞いた近所の人や、しまいには外国から観光客までが、このお風呂に入りに来るようになり、それぞれの想像の世界を楽しむようになります。 

　この物語は、想像することを忘れていたおとながだんだんとそれを取り戻し、それによって生活や人生が楽しいものになってゆくことのたとえです。ですから、わたしはおとなにもぜひ絵本を読んで、子どものころに持っていた自由で豊かな想像力を取り戻すきっかけにしてほしいと思います。 
――レニャツィさんの想像力にあふれた絵本はどのようにして生まれるのでしょう？ 
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いつもどんな物語を書こうか考えています。わたしにとって、物語は「イメージの中にある詩的なもの」です。アイデアのヒントになるものは、日常のほんのささいなつまらないことだったりします。同じように、子どもの考えていることは、おとなから見ればどこかばかげているけれど、それがおもしろいところです。偉大な画家であるレオナルド・ダヴィンチだって、もしかしたらばかげたつまらないことからインスピレーションを得ていたのではないかと思います。 

とりとめのないアイデアやイメージをひとつの物語にするのはとてもむずかしい作業です。ためこんでおいた素材のなかから、必要なものを取り出して、物語をつくっていきます。朝から晩まで一日中仕事をしていますが、わたしはものを考えるのが大好きなので、これは仕事ではなく、いろいろなものを創り出す可能性だと思っています。毎朝早く起きるのですが、いつも「さあ、今日は何を創ろうか」という気持ちで、元気いっぱいに目覚めます。 

――絵本を書き始めたきっかけを教えてください。

　小さいころから絵を描くのが好きで、大学では美術を専攻しました。当時はアルゼンチン史上最悪といわれた軍事独裁政権（1976年～83年）が、反政府の人間をことごとく弾圧し、とりわけ表現の自由はきびしく統制されました。わたしは軍事政府を批判するメッセージを込めた絵を描いて抗議しました。たとえば、軍事政権によって殺され、頭から血を流して死んでいるひとの絵を、道端のごみを使って描いたこともあります。このような政府に批判的な絵を描いていたために、学校を出ても仕事に就くことができませんでした。女性が社会に批判的な絵を書くことが特に制限されていた時代でもあったのです。そればかりか、個展を開いたときには軍の人間がやってきて、絵をかたっぱしからつぶされたこともあります。そのときは本当に身の危険を感じて、その場から逃げました。 

　このような状況のなかで、わたしは「想像力」を自分のなかに閉じ込めなくてはなりませんでした。すると、自分の中にある子どもの部分が反応しました。わたしは「自由」を戦いの中ではなく、平和な子どもの世界の中に表現したいと思いました。そしてメッセージを伝える手段を絵本に変えたのです。誰にも奪うことができないのは想像力であり、ひとの心の中にあるものは誰にも侵すことができません。「わたしの家」に登場する「家」はそのまま「想像力」に置き換わります。心や想像力はどこにでも飛んでいけるし、誰にも制限することができないものです。そしてこの想像力はまさに子どもが皆持っているものなのです。この想像力を皆がおとなになっても持ち続けることができれば、偏見や戦争はなくなり、平和な世界がつくれるでしょう。 
――「わたしの家」には平和へのメッセージが込められているのですね。　 
　この絵本には、布や緩衝材などのごみを素材として使っています。ごみとして捨てられたネガティブなものも、ポジティブなものに変えることができるというメッセージを込めています。それと同じように、このような暗い時代だからこそ、わたしたちはそれを明るいものに変えて平和な世界をつくっていくことができるだろうと信じています。 

――現在のアルゼンチンでは、表現の自由は守られていますか？　 

　表現の自由は守られるようになりましたが、いま、まさに変わり始めたところです。これから時間をかけて少しずつ変わっていくでしょう。わたしがアルゼンチンの文化で好きなことのひとつは、危機の時代に文化が発展するということです。独裁政権時代の劇場の無料公開、デモ、これらが他の芸術の分野にもひろがっていきました。政府の弾圧対象になるような明確な芸術表現ではなく、暗示的な表現方法が使われ、それが洗練された芸術の発展につながりました。 

今、アルゼンチンは経済崩壊によってすべてが壊れてしまったあと、立ち上がろうとしている段階です。わたしはこのような時期にこそ、アルゼンチンのさらなる文化の発展に期待しています。そして、弾圧された時代に表現できなかったことをいまこそ人々に伝えるために、近い将来、アルゼンチンに帰るつもりです。 
――ありがとうございました。

（インタビュー：文化協力課　勝沼なえ子、通訳：東京外国語大学教授　杉浦勉） 

レニャツィさんの作品は、野間コンクール入賞作品のサイトでご覧になれます。
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